
日水コンは圧送管を状態監視保全可能な施設とするためのフ

ロー（方針設定～詳細設計）を構築しています。

材料メーカーと共同で開発した、圧送管の維持管理のための

部材を適切に配置した施設設計を行います。

当社では、各事業の実情に応じて運用方法（一条、二条）、点

検・調査方法を設定の上、適切な管理用人孔を提案します。

維持管理時等の水替え、二条運用の場合の切替方法等、施

設の実運用を十分に考慮して運用方針を設定します。

圧送管は下水道における重要な基幹施設であり、ストックマネジメントの実践が急務です。しかし施設内部の状況を容易に把握す

ることができないため、事後保全による対応を行っているというのが実情です。そのような状況の中、日水コンは、状態監視が可能と

なる圧送管路の改築や維持管理の手法について、2024年3月14日に株式会社クボタと連名で「圧送管路構造体、圧送管路構造体の

設計方法および圧送管路検査方法」の特許を取得しました（特許第7455011号）。

圧送管改築の全体フロー

維持管理作業方法の検討

運用方法の検討

維持管理のための部材を適切に配置

図1 圧送管改築の全体フロー

（2）圧送管路管
理方針（運用方
針）の検討

・運用方針（一条運用、二条運用）の検討
・維持管理のあり方検討（状態監視保全による施設管理）
・圧送管路維持管理項目の検討（最新技術動向把握）
・必要となる管理用人孔の機能・設備に関する概略検討

（1）現況把握 ・圧送管属性情報（施工年度、管種、管径、延長等）
・維持管理情報の把握（事故状況の把握等）
・縦断線形による腐食発生の可能性検討（リスク検討）

（3）圧送管路の
諸元及びルート
検討

・計画流量の設定 ・管内流速の設定
・布設ルートの概略検討（平面・縦断線形概略検討）
・既存ポンプの活用に関する検討
・圧送管断面の検討（必要に応じて流量表作成）

（4）詳細検討 ・必要資料収集・整理（地下埋設物、公図等）
・現地踏査・測量
・設計検討（布設位置、管理用人孔の設置間隔等）
・管理用人孔の構造に関する検討

（形状・サイズ・必要機能・構造、作業スペース等）

図2 運用方法の検討等
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注）図中の寸法表示の単位はmm。

備考1）点検・調査機器を投入できる十分な大きさの穴があり、かつ十分な止水性及び人力で容易に開閉できる蓋を有したT字管。

2）フランジ部を稼働させ隙間を作ることで、仕切弁の取り替えを可能にしたもの。
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図3 管理用人孔の導入例（北海道網走市）

事業体の実情に応じて運用方法（一条運用、二条運用）、点

検・調査方法を設定し、必要な管理用人孔を提案します。
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これまでできなかった調査

表1 点検・調査方法の検討項目

圧送管のストックマネジメント
圧送管を事後保全から状態監視保全へ～管理用人孔の設置提案～

コンサルティング本部 下水道事業部

〒163-1122 東京都新宿区西新宿6-22-1（新宿スクエアタワー）

TEL. 03-5323-6300 E-mail. nsc_gesui@nissuicon.co.jp 20251201


